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を使用し､ T細胞味である､ CEM , CEM.CCR5, HOSおよびHOS.C‡CR4に結合したV3ペ
























我々は昨年V3ペプチドがそれが由来するウイルスのg p 1 2 0を活性化し､感染を




していた､しかしR5 HIV由来のV3lADAは殆ど結合しなかった. V3 loopの結合領域
はmAb IIIB-V3-21で規定されるN一端であることが想定された｡
50. 69､ 98. 6抗納負性gp41の細胞膜存由様式
HIV-1エンベロープ蛋白gp41はHIV-1が標的細胞に感染細胞に感染する際に立体構
造変化を起こす｡その立体構造変化をエピトープの変化として捉えることと､ gp41の






50. 69､ 98. 6抗榊掛軸鵬lの換出
実験を始めるにあたり､ 50. 69､ 98. 6抗体エピトープの細胞局在を検討することと
した｡ 50. 69､ 98. 6抗体陽性gp41がsCD4を添加される以前のH9/IIIB細胞上に存在
することをFACSと間接蛍光抗体法を用いて示した｡ホルマリンで固定し､ saponin処















50. 69､ 98. 6抗体の一方的な汝合と､ PCP､ LTS血清との競合(図2ab, 3)
50. 69と98. 6はH9/H IB結合に際して特徴的な十方通行の競合を示した｡ sCD4処理


























m器s,3●　3■　㌻　3●　3V V V V V■　　　　□　0　　ム
69 _　　　ⅡIB_
98  V3_0 l
図1
＼
Fig. 2 Detection of celI･
bound V3 peptides by
mAbs agahst various
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